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　地球観測プラットフォーム技術衛星計画に関する日米交換公文の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年10月26日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙国際課

　10月25日、日米政府間で、地球観測プラットフォーム技術衛星（ADE

OS）計画に関する交換公文が締結された。概要は以下のとおり。

1．　協力は、米国NASAと宇宙開発事業団との間で合意される実施取決

　め（了解覚書）に従って実施される。　（第1項）

2．　両政府は、この協力活動に関係する自己の財産（知的所有権を除く。！

　　又は自己の職員に関する損害について、他方の政府に対する自己の賠償

　　請求権（代位する請求権を除く。）を放棄する。

　　　ただし、損害がこの協力活動により引き起こされ、かつ、悪意による

　　ものでない場合に限る。

　　　この規定は、損害賠償責任に関する請求の両政府による広範な相互放

　　棄を設定する別途の合意が両政府の間で効力が生じた場合には、当該合

　　意によって代替される。　　（第2項）

3．’ 坙{国政府は、宇宙物体登録条約に従いADEOS衛星を登録する。
　　両政府は、こ：の協力に関連する技術的データ及び物品の移転を促進する。

　　（第3、4項）

4．　この取極及び了解覚書は、各国の関係法令に従う。協力のための活動

　　は、各国の利用可能な予算の範囲内で行われる。　（第5項）

5．　両政府は、この取極から又はそれに関連して生ずる問題について、

　　了解覚書で定められた協議の仕組みによって解決されない場合、協議を

　　行う。　（第6項）

6．　この取極は、一方面政府が6カ月前に書面で通告することにより終了

　　させない限り、5年間有効。

　　　この取極は、両政府の書面による合意により延長し又は改正ができる。

　　（第7項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　／



（参　考）

地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）について

1．目　的

○　地球環境のグローバルな変化の監視について国際的貢献を図る。

○　わが国の現在の地球観測技術の維持、発展を図る。

○　将来型衛星の開発等に必要とされる技術の開発を行う。

○　地球観測分野における国際協力の推進を図る。

　2．概　要

●○重量：3・5トン
　　○　軌道：極軌道（高度約800キロメートル）

　　○　打上げ年度：平成7年度冬期予定

　　○　打上げロケット：H－IIロケット

　　○　搭載観測機器：

高性能可視近赤外放射計

油色海温走査放射計

NASA散乱計
オゾン全量分光計

地表反射光観測装置

温室効果ガス観測装置

［宇宙開発事業団］

［宇宙開発事業団］

［米国航空宇宙局（NASA）］

［米国航空宇宙局（NASA）］

［仏国国立宇宙研究センター］

［通商産業省］

改良型大気周縁赤外線分光計［環境庁］

地上・衛星間レーザー長光路吸収測定用リトロリフレクター［環境庁］
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地
球
観
測
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技
術
衛
星
（
A
D
E
O
S
）
計
画
に
係
る
協
力
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文
　
　
（
案
）

（
米
国
側
書
簡
）

（
訳
文
）

　
書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
丸
し
ま
す
。
本
長
官
は
、
日
本
国
政
府
の
「
宇
宙
開
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
の
一
部
と
し
て
日
本

国
宇
宙
開
発
事
業
団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
い
う
。
）
が
実
施
す
る
地
球
観
測
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技
術
衛
星
（
以
下
「
A
D
E

O
S
」
と
い
う
。
）
計
画
に
係
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
航
空
早
事
局
（
以
下
「
N
A
S
A
」
と
い
う
。
）
と
事
業
団
と
の
間
の
協
力
に

関
し
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
代
表
者
と
日
本
国
政
府
㊨
代
表
者
と
の
間
で
行
わ
れ
た
最
近
の
討
蓬
言
及
す
る
光
栄
、
著
し

ま
す
。

　
本
長
官
は
・
更
に
、
蓄
空
間
の
平
和
的
な
探
査
及
び
利
用
の
分
野
に
お
い
て
両
政
府
の
間
に
望
。
続
い
て
存
奮
9
る
相
互

に
有
益
な
関
係
を
考
慮
し
、
ま
た
、
千
九
百
八
十
八
年
六
月
二
十
日
に
署
名
さ
れ
、
延
長
さ
れ
た
科
学
技
術
に
お
け
る
研
究
開
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発
の
た
め
の
協
力
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
日
本
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
考
慮
し
て
、
ア
メ
リ
カ
A
口
衆
国
政
府
に

代
わ
っ
て
次
の
取
極
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

－
N
A
S
A
と
事
業
団
と
め
間
の
協
力
は
、
N
A
S
A
が
提
供
す
る
機
器
の
A
D
E
・
S
に
よ
る
飛
行
及
び
N
A
S
A
と
事

業
団
と
の
間
の
デ
墨
の
交
換
に
つ
い
て
規
定
す
る
N
A
S
A
と
事
業
団
と
の
間
で
合
意
さ
れ
る
実
施
取
決
め
（
了
解
覚

　
書
）
の
条
件
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
。

2
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
及
び
日
本
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
A
D
E
O
S
計
画
に
係
る
協
力
活
動
に
関
係
す
る
自
己
の
財

産
（
知
的
所
有
権
を
除
く
・
）
の
損
傷
若
し
く
は
滅
失
又
は
前
記
の
協
が
活
動
に
関
係
す
る
自
己
の
職
口
貝
の
堕
三
臥
し
く
は
死

亡
に
関
す
る
他
方
の
政
府
に
対
す
る
自
己
の
い
か
な
る
賠
償
請
求
権
（
自
己
が
代
位
す
る
請
求
権
を
除
く
．
）
に
つ
い
て
も
放
．

棄
す
る
・
た
だ
し
・
当
該
損
傷
、
滅
失
、
障
害
又
は
死
亡
が
前
記
の
協
力
活
動
に
よ
り
引
き
起
｝
し
さ
れ
、
か
つ
、
悪
意
に
よ

　
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
駄
こ
の
項
の
規
定
は
、
平
和
目
的
の
共
同
宇
宙
活
動
に
つ
い
て
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
請
求

　
の
両
政
府
に
よ
る
広
範
な
相
互
放
棄
を
両
政
府
が
互
い
に
満
足
す
る
形
で
歯
群
す
る
別
途
の
合
意
が
両
政
府
の
間
で
効
力
を

　
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
合
意
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
。

3
　
日
本
国
政
府
は
、
千
九
百
七
十
五
年
一
月
十
四
日
に
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
で
作
成
さ
れ
た
宇
宙
空
間
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
物

¢
’
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体
の
登
録
に
関
す
る
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
、
A
D
E
O
S
を
登
録
す
る
。

4
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
及
び
日
本
国
政
府
は
、
1
に
い
う
実
施
取
決
め
（
了
解
覚
書
）
　
（
以
下
「
M
O
U
」
と
い
う
。
）
の

　
規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
協
力
に
関
連
す
る
技
術
的
デ
ー
タ
及
び
物
品
の
移
転
を
促
進
す
る
。

5
　
こ
の
取
極
及
び
M
O
U
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
関
係
法
令
に
従
う
。
協
力
の
た
め
の
活
動
は
、
利
用
可
能
な
資
金
の
範
囲

　
内
で
行
わ
れ
る
。

6
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
及
び
日
本
国
政
府
は
、
こ
の
取
極
か
ら
又
は
そ
れ
に
関
連
し
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
い
か
な
る
問

　
題
に
つ
い
て
も
、
M
O
U
で
定
め
ら
れ
た
協
議
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
当
該
問
題
①
解
決
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
相
互

　
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
解
決
を
図
る
た
め
に
協
議
を
行
う
。
　
　
　
．
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こ
の
取
極
は
、
一
方
の
政
府
が
他
方
の
政
府
に
対
し
て
六
箇
月
前
に
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
書
面
で
通
倍
す
る
こ
と
に

よ
り
終
了
さ
せ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
・
五
年
間
効
力
を
有
す
る
．
こ
の
取
極
は
、
両
政
府
間
の
相
互
の
葛
に
よ
る
A
ロ
意
に

　
よ
り
延
長
し
又
は
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
長
官
は
、
前
記
の
取
極
が
日
本
国
政
府
に
と
っ
て
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
書
簡
及
び
閣
下
の
返
簡
が
両

政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
閣
下
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
が
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を

ご．一．　　「

●

●



有
し
ま
す
。

　
本
長
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、

こ
こ
に
重
ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
・
本
使
は
、
杳
付
け
餌
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
｝
し
と
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し

〆

ま
す
。

（
米
国
側
書
簡
）

国
使
は
・
吏
に
・
前
記
の
取
極
が
日
本
国
政
府
に
と
っ
て
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
サ
」
と
を
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認

す
る
と
と
も
に
・
閣
下
の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
A
ロ
意
が
ワ
し
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力

を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

　
本
使
は
・
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

、
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